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〈巻頭言〉

日本は「白く塗りたる墓」になるのか
古賀　清敬

　 「律法学者たちとファリサイ派の人々、あなたたち偽善者は不幸だ。白く塗った墓に似てい
るからだ。外側は美しく見えるが、内側は死者の骨やあらゆる汚れで満ちている。このように
あなたたちも、外側は人に正しいように見えながら、内側は偽善と不法で満ちている。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（マタイ２３：２７，２８）

　 いつの世にも偽りや隠ぺいは絶えない
が、昨今の日本の状況ほど安倍政権を先
頭に過去の歴史的加害事実の巧妙な否認
がなされる時代はなく、まさに日本全体
が白く塗られた墓になろうとしているか
に思われる。大阪の戦争博物館から大陸
侵略など加害の展示が消されたのをはじ
め、各地の戦争にかかわる史跡で説明版
などの修正が見直されてきている。その
背後にはかなり意図的な政治的圧力が見
え隠れし、明確な見識をもたない関係者
は萎縮して事なかれ式になびいてしまっ
ている。
　 安倍首相のこれまでの一連の発言もそ
うだが、アメリカ議会での演説ほど見苦
しいものはない。日本はアメリカと戦争
したが、それ以前に朝鮮を不当に植民地
支配し、満州国をでっち上げ（岸信介は
当時の「革新官僚」として関与）、軍隊
「慰安婦」を設置しながら中国に武力侵
略していったことへの反省はまったくな
く、ただアメリカの方を向いて謝り、媚
びを売っているだけである。「戦争の悲
惨さを忘れてはならない」とはだれに対
して偉そうに言っているのか。
　 ユネスコの世界文化遺産への登録推進

も内々で周到に行われてきたようだが、
７か所については、戦前・戦時中の加害
責任が問われるべき施設であるにもかか
わらず、そのことへの言及が三千ページ
の「丁寧な」説明書には一切ないとい
う。何も戦時中の強制動員だけが問題だ
と批判しているわけではない。日本の近
代化と産業発展それ自体が日清・日露戦
争から植民地支配による搾取の上に可能
であったという事実をまるで無視してい
るのが問題なのである。これはもう、世
界遺産の名を借りて過去の加害責任を白
く塗り、ごまかそうとする隠ぺい工作以
外の何物でもない。
　 このようなことを言うと、「反日」と
か「国益に反する」という非難のバッシ
ングに遭い、みなが黙ってしまうような
雰囲気が強くなっている。「戦争法案」
とも相まって、言論の自由がすでに脅か
されている状況である。このようなと
き、私たちキリスト者はただおとなしい
従順な「善き市民」でよいのだろうか。
主イエスの名指しの痛烈な批判をどう聞
くのだろうか。
（こが・きよたか、北海道中会宣教教
師、人権委員会委員長）



辺野古（名護市）
　 5月17日（日）、午後1時からセルラー
スタジアム沖縄（野球場）で、「止めよう
辺野古新基地建設！沖縄県民大会」が開か
れた。私たちも礼拝後、教会員と共に参加
した。会場を埋めた数は3万5千人以上。
辺野古新建設反対の原点は沖縄戦にあるた
め、そこでは県民を巻き込んだ地上戦と、
その後の米軍支配、土地の強制接収などの
抑圧の歴史が繰り返し強調された。
　 それを受けて1週間後の5月2 4日
（日）、東京の国会議事堂周辺で、辺野古
を新基地建設に反対する「首都圏アクショ
ン国会包囲ヒューマンチェーン」が行わ
れ、1万5,000人が集まった。こうして基
地反対の声は沖縄だけでなく、今や、全国
紙などの最近の世論調査では、新基地建設
反対が賛成を上まっているようだ。

　翁長知事は、中谷防衛大臣との会談でこ
う語った。沖縄は自ら基地を提供したこと
は一度もない。戦後、米国に銃剣とブルド
ーザーで強制的に接収されて今日に至って
いる。海兵隊も沖縄に居たわけではない。
本土に居たのが沖縄に移ってきた。米国が
自ら奪い、政府は普天間が老朽化し世界一
危険になったから、辺野古基地に移設す
る。「いやなら代替案を沖縄側が出せ」と
言う。ある自民党議員は「本土が嫌だと言
っているのだから、沖縄が受け入れるのは
当たり前だろ。不毛な議論はやめろ」と大
きな声で怒鳴った。沖縄の民意を顧みず、
基地建設を強行する政府の対応は、国民に
自由と人権、民主主義という価値観を保証
していない。世界の国々とその価値観を共
有できないのは日本の政治の堕落だと、知

事は指摘した。
　また、菅官房長官は、沖縄が辺野古を承
認しておきながら沖縄の態度が変わってき
たので「粛々と行うしかない」と言うのに
対して、翁長知事は前稲嶺知事が辺野古新
基地受け入れたのは、「軍民共用飛行場と
15年使用期限を公約とすること」を条件
としたのだ。当時の岸本名護市長も、基地
を作らせないという思いで「7つの基本条
件」を付して受け入れを表明した。ところ
が「日米政府はその条件を無視し、受け入
れたことだけを強調して」基地建設をしよ
うとしている。前仲井眞知事に「普天間基
地5年以内の運用停止」を約束しておきな
がら、中谷防衛相はこれを「幻想」だと言
って撤回した。この嘘と騙しは沖縄差別に
他ならない、と訴えた。

　４月に設立された基地反対運動を支援し
国内外に訴える「辺野古基金」は、２億５
千万円を超えた。約１万８千件の寄付の７
割ほどは本土からという。
　 翁長知事は埋め立て承認に法的な瑕疵
（かし）がないかを検証するため、大学教
授や弁護士で構成する第3委員会を設置
し、7月上旬、承認取り消しを提言する予
定である。辺野古阻止に向けた知事権限は
10箇所あると語る。

　 翁長知事は、27日、米政府に沖縄の民
意を訴えるために訪米した。ハワイで会談
した際、ヒロノ上院議員が「ハワイの基地
の運用については、地元住民の意見を聞か
ねばならない」と主張した。沖縄の場合、
知事への説明も県への配慮がないままに政
府が進めるのは、明治処分以来連綿と続い
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ている沖縄差別の自覚のない、「これが常
識」と言わんばかりの日本の支配者層の厚
顔の姿勢である。

浦添市
　 浦添市の松本哲治市長は、5月20日、市
長選で掲げた「軍港移設反対」の公約を全
面撤回し、正式に那覇軍港受け入れを表明
した。その理由は、「軍港の見解をはっき
りさせないままでは西海岸開発の浦添市案
が進まない」と語り、日米特別行動委員会
(SACO)の合意に基づいて、市案実現のた
め軍港の位置変更も求めて協議するとし
た。市長選の公約を撤回したことで、市民
から「辞任して信を問うべきだ」との反発
が高まっている。松本市長後援会の会長と
役員らは、責任を取ってその務めを辞任し
た。

与那国島
　与那国では、今年２月に行われた自衛隊
配備の是非を問う住民投票で、投票権を中
学生以上の未成年と永住外国人に与えた中
で行い、誘致賛成派が勝利した。これは、
中谷防衛大臣の「住民投票の結果如何に関
わらず工事を進める」という発言に、多く
の人々が無力感に襲われたことや、人口減
少が続く島の活性化が期待される中での日
本政府の物量にものをいわせた選挙戦の影
響が大きい。与那国「イソバの会」のメン
バーは、「台湾と与那国島の漁師は、弁当
を分け合うほど親しく交流しながら漁をし
ているのだから、海の上に境界を作らない
で欲しい」と主張している。

石垣島
　防衛省は、南西諸島の防衛強化の一環と
して計画している陸上自衛隊の警備部隊の
配備地を、石垣市の２カ所を候補地に挙げ
た。かつて、北朝鮮が長距離弾道ミサイル
の発射を予告した際、２度にわたって航空

自衛隊の地対空誘導弾パトリオット（ＰＡ
Ｃ３）が置かれたことがあり、中国や北朝
鮮から攻撃を受けた時のパトリオットの配
備地として、350～400人規模の部隊を想
定している。

宮古島
　宮古島では、諸島内にある下地島空港が
３㌔の滑走路を持ち、双方向からの離発着
が可能なため、建設当時から軍事利用が懸
念されており、反対運動が40年来続いて
いた（反対運動事務局・日本基督教団宮古
島伝道所）。宮古島に航空自衛隊通信基地
がある。かつて日本軍離島司令部があり、
戦後米軍が管理していたものを、日本復帰
後自衛隊が引き継いで、極東アジアの電波
を傍受する国家レベルの盗聴施設のレーダ
ーを置いていた。その麓には、日本軍「慰
安婦」の祈念碑が ある。

　 「下地島空港に、尖閣を睨んでＦ─15
戦闘機を常駐させる」というニュースが、
１月15日に流れた。防衛省は、レーダー
の強化や戦闘機配備のための調査費、さら
に海兵隊化させる陸自隊員増員のための予
算を、約90億円も計上した。

　下地島空港は、本来、「民間航空のパイ
ロット訓練場」として、国の政策で作られ
た。昨年、ＪＡＬが訓練から撤退し、ＡＮ
Ａも雲行きがあやしい。空っぽになったと
きどうなるか。宮古島市長は、宮古の「自
衛隊協力会会長」である。表向きは「下地
島空港は軍事利用しない」というが、「災
害拠点構想」を語っている。福島原発事故
時に登場した「無人偵察機」を下地島空港
に置く、という話も浮上している。無人偵
察機グローバルホークは戦闘機である。

　これらの自衛隊配備は、辺野古新基地よ
りも早く着工されることになるであろう。　　　　
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　私は北海道の東部オホーツク海沿岸に
ある小さな町に生まれ育った。現在も道
東にある北見教会で牧師の務めを負って
おり、神学校での4年間の生活以外は、
ほとんどこの地を離れたことがない。私
の曽祖父と祖父は親子二代で高知県から
開拓農家として北見市に入植した。今か
ら百数年前のことであり、北見で数年を
過ごした後、新たなる土地を求めて隣の
小さな町の山奥へとへと移り住んだ。曽
祖父にあったことはないが、祖父からは
開拓時代の苦労についてよく聞かされ
た。開拓期は山野を切開き、地を掘り起
こし畑地を整えるのに精一杯で、お茶な
ど飲んでいる余裕も無く、飲み物は水し
かなかったといっていた。開拓農家にと
ってはお茶さえもが贅沢品であったよう
だ。北海道を開拓したのは自分達だとい
う自負が自らの支えであったのであろ
う。機械化される前の時代に、大木を切
り倒し、根を掘り起こしたのは父祖と曽
祖父達の世代であった。私が子どもの頃
は、納屋には黒くて大きなノコギリがあ
った。少し錆付いていたノコギリは開拓
農家の誇りであり､大地を切り開いた証

だったのかもしれない。また､高知県か
ら入植した曽祖父達にとって､真冬の北
海道の寒さは想像を絶するものであった
ろう。氷点下20度を超える極寒の中
で、ひたすら冬を耐え抜き、春を待ち望
み、大地を耕した人達がいたからこそ、
私達は北の大地で生活することができ
る。しかし､北海道開拓の苦労やロマン
に思いを巡らす以前に、忘れてはならな
いことがある。そもそも北海道の歴史は
明治時代に本州からの開拓民によって始
ったのではない。もともと北海道はアイ
ヌの人達が住んでいた土地であった。ま
た同時に､開拓期に起きた強制労働の歴
史を心に留めたいのである。

　 今年の4月7日付の北海道新聞には
「中学教科書検定 歴史見直し一字一句､
アイヌ民族関連表現ガラリ」という見出
しがあった。いわゆる教科書問題に関す
る記事である。文部科学省は、現行教科
書の表現にも見直しを求めた。これは政
府見解に基づいた記述を支持する新しい
検定基準が要因になっている。新聞の記
事には『アイヌ民族に和人との同化を強
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　 北海道の歴史を思う
 ―「アイヌの人権」と「強制労働」―

森下一彦（北見教会牧師）

アイヌ奨学金キリスト協力会の紹介
　NCC国際関係委員会、NCC女性委員会、被差別少数者協議会、日本聖公会、日本基督教団教育
委員会、日本基督教団北海教区アイヌ民族委員会により構成。
　経済的に進学困難な家庭の高校生、大学生、各種専門学校生を70名以上支援しています。
　郵便振替口座　02770-4-50088　アイヌ奨学金協力会



いた北海道旧土人保護法の記述に関し
て、現行の教科書にある｢アイヌの人々
の土地を取り上げて｣との表現を｢アイヌ
の人々に土地を与えて｣などに修正し合
格になった事例もあった』と記載されて
いる。すなわち､現行教科書から正反対
の表現に変わったものが教育の現場で用
いられることになりうる。これは北海道
旧土人保護法の趣旨を生徒が誤解する恐
れがあるとして、検定意見がつけられた
結果である。では、そもそも北海道旧土
人保護法とはどのような法であったのだ
ろうか。
　 明治政府が蝦夷(えぞ)地を北海道と呼
び始めたのは1869年(明治2年)であり､
この年に北海道を日本の一部にし､アイ
ヌの人々を平民として戸籍を作成し国家
に編入した。しかし一方でアイヌの人達
は「旧土人」として扱われ、民族の言語
を用いることが禁じられた。また生活習
慣を制限して、漁や狩猟さえも禁じた。
さらにアイヌの人々から土地や資源を取
り上げて国のものにし、一部は民間に売
り払った。そして広域に生活するアイヌ
の人々の生活圏を狭め、決められた場所
に強制的に集められた。
　 食料資源の豊富な大地で採取･狩猟生
活を送るアイヌの人々は、農耕生活のみ
に依存することがなかった。しかし明治
政府にとって、アイヌの人々は農業を知
らない人々と映り農耕を強要した。それ
が1899年(明治32年)に作られた北海道

旧土人保護法である。この法律は和人風
の慣習や教育を行うことによって､アイ
ヌ民族を和人に同化させることを目的と
した。明治政府によって行われた政策は
アイヌの人々から多くのものを奪った。
そして農業のための土地を国からアイヌ
の人々へ｢下付｣した。なお、この際アイ
ヌの一戸あたりの下付地の上限は1万5
千坪であった。しかし、「北海道土地売
貸規則(1872年)」では和人には一人あ
たり10万坪。｢北海道国有未開地処分法
(1897年)｣では150万坪を限度に開墾し
た土地を無償で払い下げている。この数
値からだけでも、アイヌの人々への差別
が認められる。そもそも北海道は未開の
地ではなく、アイヌの人々が長年に亘っ
て生活していた大地である。
　この北海道旧土人保護法が廃止された
のが近年の1997年(平成9年)であった。
そして現行の教科書では｢アイヌの人々
の土地を取り上げて｣と表現されるよう
になったのである。しかし、再び｢アイ
ヌの人々に土地を与えて｣と教科書が表
記するようになれば、すでに廃止された
北海道旧土人保護法(土地の下付)へと逆
戻りしてしまう。これは決して北海道と
アイヌの人々の歴史を直視していない記
述である。国家が独自の文化と言語を持
つ人々を強制的に同化し、皇民化してき
た歴史を忘れさせようとしているように
思える。また、このアイヌの人達に対す
る同化、皇民化政策はそのままアジアの
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「常紋トンネル追悼式」の案内
日　時：2015年10月3日(土) 午前10時00分
場　所：北海道北見市留辺蘂町金華（旧金華小学校跡 常紋トンネル殉難者記念碑前にて)
連絡先：常紋トンネル追悼式実行委員会

　　　　　〒090-0035 北見市北斗町2丁目1.6　森下一彦　TEL 0157-23-3361  



植民地政策にも応用された。

　もう一つ忘れてはならないのが強制労
働の歴史である。北海道開拓史にはアイ
ヌ、囚人、監獄部屋、韓国･中国人によ
る四種類の強制労働がおこなわれた。し
かも現在の北見市にはアイヌの人々への
強制労働を除く、三種類の強制労働が起
きていた。アイヌの人々への強制労働が
なかったのは、彼らは同地にはあまり住
んでいなかったからだといわれる。
　 1891年(明治24年)には囚人への強制
労働により中央道が開設された。5月に
網走監獄の囚人1400名(殆どが思想犯)
を 強 い て、網走から旭川に至る約
160kmの道路をわずか7ヶ月間で開通さ
せたのである。その際におよそ400名の
犠牲者が出た。囚人は、二人一組にさ
れ、鉄球の付いた鎖を足に嵌められた。
過酷を極める作業中に事故死、病死する
者は、遺体の上に土を盛られ、その上に
架せられていた鎖が置かれた(現在も北
見市端野町3区に鎖塚としてその跡が残
っている)。中央道の開通により北海道
の内陸に開拓者達が入植可能になり、北
見市の開拓(1897年)も始まることにな
る。なおこの中央道(現国道238号線､39
号線､333号線)は､現在も主要道路とし
て用いられている。
 また、1914年(大正3年)には監獄部屋
(タコ部屋)労働により常紋トンネルが開
通した。常紋トンネルはJR石北線(北見

市留辺蘂町金華駅と遠軽町生田原駅間)
のトンネルである。3年に及ぶ強制労働
による工事で、百数十名から四百名の犠
牲者を出したと言われる(実数不明)。
1970年にトンネル内避難所のレンガ裏
から、直立した状態の人骨が見つかり、
常紋トンネル開通に際して行われた惨事
が改めて公になった。トンネル工事を負
わされたのは、本州から連れて来られた
強制労働者達であり、人里はなれた山奥
で監視されながら労働を強いられた。金
銭のやり取りは殆どなく、重労働と粗食
のため病に臥す者が多く、介抱されるこ
ともなく、中には生きたまま線路脇に埋
められた人もおり､現在までの間に59の
遺体が掘り出されている。この歴史を無
視して北海道の開拓は語ることは出来な
い。

 現在の北海道は過疎化が進み、開拓農
家が耕した畑も山野に戻りつつある。ま
た、常紋トンネルのあるJR石北線も道
内有数の赤字路線になっている。アイヌ
の人達から奪い、強制労働によってその
基礎を築いた大地は再び自然へと戻って
ゆくのであろうか。しかし、たとえこの
後北海道が衰退していったとしても、忘
れてはならない歴史がある。多くの人々
の権利が踏みにじられていった現実を忘
れてはならないし、むしろ確りと記憶し
て覚え続けていたい。
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「８・１５講演会」の案内
～沖縄の基地、人権問題と宣教の課題を考える集会（演題未定） 

　　講　師：川越弘(日本キリスト教会沖縄伝道所牧師) 
　　日　時：2015年8月15日(土) 午前10時00分～12時30分
　　場　所：日本キリスト教会大阪北教会（大阪市北区中之島4丁目3-13）

（共催）近畿中会教会と国家に関する委員会、大会人権委員会



　 2014年10月に開かれた第64回大会で
は、震災支援活動に関する2つの建議案が
可決されました。以下が、その2つの建議
案（抜粋）です。
■大会震災対策事務所閉鎖に関する建議案
「なお、同事務所に関わる繰越金は災害対
策基金として大会財務に預け、東日本大震
災者支援を含め必要に応じて大会常置委員
会の判断において支出することとしま
す」。

提案者　常置委員会
■人権委員会の員数増員に関する建議案
「震災支援、災害支援をめぐる状況の広範
化と複雑化にかんがみ、この課題にあたる
べく人権委員の定員を4名から5名に増員
することを建議します。」
提案者　人権委員会

日本キリスト教会震災対策事務所
提案理由
人権委員会が取り組むべき課題は、従来の
分野に加え、原発事故被災者や原発労働者
などの震災支援に関わる問題があります。
また、新たに災害が生じた場合、事前に人
権委員会と大会常置委員会と、協力者とし
て迎えた前日本キリスト教会震災対策事務
所とが協議し、内外災害対策事務所を立ち
上げるなどの災害支援にも関わっていく必
要があろうかと思われます。そうした状況
に、人権委員会の員数を増員して対応した
いと思います。
　 この大会決議に基づき、2014年12月に
開かれた人権委員会で協議したことを、
2015年2月に開かれた大会常置委員会との

話し合いで確認しました。(1)日本キリス
ト教会における震災支援活動は、大会震災
対策事務所から人権委員会に委譲されるこ
ととなった。広範化・複雑化しつつある震
災支援活動を人権委員会で負っていくこと
は重いことであるが、これまで行ってきた
活動（例えば、部落差別問題、外国人の人
権問題、アイヌの人権問題など）を継続し
つつ、人権委員会全体で震災支援活動にあ
たることとする。(2)今後、日本国内外で
発生する災害に対しても、大会常置委員会
の指示を仰ぎながら、日本キリスト教会の
窓口となって折衝にあたる。(3)原子力発
電に関する人権問題に関しては古賀清敬
を、震災・内外災害対策関係に関しては中
家盾を担当者とする。

　 第64回大会期の歩みが半分近く過ぎて
ようやく方向性が固まった人権委員会が、
震災支援活動において特に取り組むことに
したことは「原発事故以後のフクシマを含
めた東北地方を覚え、支える」ということ
です。言うまでもないことですが、東日本
大震災にはこれまでの災害では見られなか
った幾つかの課題があります。(1)被災地
の範囲が極めて広く、甚大な被害を受けた
集落の中には復興から取り残され、孤立し
たままの集落が数多く見受けられる。(2)
東北地方は経済的基盤が弱く、人口も少な
いということもあって教会が少ない。その
結果、教会は現場を持つことも、関心を保
つこともままならない状況にある。(3)原
発事故は10万年後の世界にも影響を及ぼ
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　「震災支援活動の今後について」
中家　盾 (人権委員・栃木教会牧師)



す可能性を有した問題であって、その世界
に根差している教会は原発事故の問題を避
けて通ることは出来ない。以上のことを踏
まえ、改めて思わせられていますことは
「現地にあって問題と取り組んできた人た
ちとの関係性を大切にしていきたい」とい
うことです。
　具体的には、どういうことがあげられる
でしょうか。(1)2014年6月から開始し、
現在も月1回のペースで行っている「いわ
きサポートステーション　もみの木」（カ
トリックさいたま教区管轄）での傾聴ボラ
ンティアを、これからも栃木教会や宇都宮
松原教会のメンバーを中心に継続してい
く。「もみの木」では、楢葉・大熊など避
難地区内の人たちの仮設住宅を対象に出前
カフェを行ってきた。(2)福島伝道所のメ
ンバーなどフクシマにある教会の手引きを
受け、被災地フクシマのスタディツアーを
行っていく。今年は、まず人権委員が参加
した。今後は広く参加者を募っていきたい
と考えている。(3)原発事故の影響下にあ
るフクシマにおいて保護を必要としている
動物（主に猫）の保護活動に関しては、有
志による指定献金があり（トータル約170
万円）、現在までに13匹が新しい飼い主
のもとに引き取られていき、現在は1匹が
栃木教会のミニシェルターで保護されてい
る。「リボンちゃん」という名前のキジト
ラの猫で、アニマルフレンズ新潟に保護さ
れて以来、4年間ずっとケージの中で過ご
してきた。人間や犬や猫との触れ合いの中
で少しずつ社会性を身に着け、新しい飼い
主が現れるのを待っているところである。

　また、2015年1月からは新たな取り組み
も開始しました。「ママcafeかもみーる」
への参加と支援がそれです。「ママcafeか

もみーる」は、現在「朝日新聞」に掲載さ
れている「プロメテウスの罠」に出てくる
「NPO法人いわき放射能市民測定室たら
ちね」の一部のスッタフが、避難地区外に
あるいわき市に住むお母さんたちの悩みを
受け止め、意見交換が出来る場として、最
近新たに立ち上げた集まりです。1～2か
月に1度のペースで開かれる予定の「ママ
cafeかもみーる」のカフェに参加してみて
分かったことがあります。それは、いわき
市には、様々な格差・分断が重層的に横た
わっているということです。(1)津波の被
害のあるなしによる格差・分断。(2)これ
まで続けてき仕事（農業、漁業、観光業、
飲食業…）を続けられるか否かによる格
差・分断。(3)原発事故に対する賠償のあ
るなしによる格差・分断。(4)更には、そ
れらの経済的格差に基づく共働きのあるな
しによる格差・分断。
　---津波の被害はある。しかし、原発事
故に対する賠償はない。つまり、家を失
い、職場を失い、共働きをしなければなら
ない厳しい経済状態に置かれている家庭が
沢山あるのです。勿論、原発事故の影響が
子供の健康に及ぶことを心配しない親はい
ません。しかし、忙しく立ち働く生活を4
年も続けると、だんだんと自分たちがフク
シマに身を置いていることに意識がいかな
くなる親も沢山いるのです。---そういっ
た家庭が多数を占める中にあって、原発事
故の影響を意識し、放射線量を計測し続
け、食べ物にこだわり続けてきた母親はど
うなるのでしょうか。ケース①：「あるか
ないか分からない原発事故の影響を気にし
て、いつまでも食べ物のことや遊び場のこ
とをゴチャゴチャ言ってどうするんだ」と
言う夫との間に軋轢が生じ、離婚や家庭不
和に至ったケースがある。ケース②：原発
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事故の影響をあまり意識しないお母さんた
ちからは、原発事故の影響を意識し、不安
の声をあげ、被曝を防ごうとするお母さん
のことを「面倒くさい人」「特別な活動を
する人」と見なす向きがある。下手をすれ
ば、「フクシマのことを悪く言う非国民」
とさえ言われかねない。そういったことも
あり、もはやお母さん同士の間では表立っ
て原発事故の影響を語ることが難しくなっ
てきている。ケース③：政府や原発関係者
も「もう問題の山場は超えた。明るい未来
を形作るためにも、いい加減問題にこだわ
ることは止めて、もっとフクシマに根差
し、フクシマの復興のために身を捧げ合お
う」と言って、反原発の動きをけん制す
る。ケース④：現実問題として、甲状腺ガ
ンなどの健康被害が子供たちの間に生じて
きており、フクシマに身を置く以上、人類
が私たちの世に生み出してしまった放射能
汚染という重荷を一身に背負わざるを得な
い状況にある。ケース⑤：勿論、空気や食
べ物のことなど日々の生活に関わることに
対して、なんの心配も抱くことなく過ごす
ことが出来たならば、どれほど幸せなこと
か。しかし、そうは言っておれない状況に
ある。この先ずっと、仕事のことや地元の
人たちとのつき合いのことも考慮しつつ、
その一方で、空気や食べ物のことなど日々
の生活に関わることについて、一生神経を
すり減らし続けていかなければならないの
は、なんと疲れることか。そのやるせのな
い思いを声に出し、「自分は一人で戦って
いるのではなく、仲間もいる」ということ
を確認しつつ、ゆっくりとお茶を飲む。そ
のようなホッと出来る日常を取り戻す貴重
な時間、それが「ママcafeかもみーる」の
カフェなのです。

　それ以外のこととして、震災支援活動の

記録集の発行、財政のあり方のことも報告
しておく必要があろうかと思われます。既
に、『震災対策News』は24号まで発行さ
れ、これまでの震災支援活動のことはある
程度報告されてきました。また、『第64
回大会記録』における「大会震災対策事務
所報告」の「課題と展望」の中にも総括に
近いものは提示されています。しかし、放
射能汚染地における子供たちを初めとする
全ての人、更には、除染作業や原発の廃炉
作業に携わっておられる方たちの健康被害
は、これから先、ずっと注視していかなけ
ればならない人権問題です。「地の塩、世
の光」としての教会は、神が約束してくだ
さっておられる終わりの日の幻に希望を抱
きつつ、自分たちが置かれている大地に根
差し、人間の尊厳を取り戻すための戦いを
なしている人たちと結び合わされ、キリス
トの愛によって仕えていくことが出来るの
か出来ないのかとの問いかけを受けていま
す。神と人が、人と人が、人と自然が、愛
し合い、信じ合い、繋がり合う。皆が一致
団結して反原発の動きを起こすことがない
ようにと、意図的に作られた格差と分断の
中で、最後に力を発揮するのは信仰と希望
と愛であることを改めて思わせられていま
す。もしかすると、理念先行（頭でっかち
で体を使おうとしない）、行き過ぎた個人
主義（共同体性を失った各個教会主義）と
いったグノーシス主義的傾向の中にあると
も言える私たちの教会が、その弊害から解
き放たれるきっかけは震災支援活動にある
のかも知れません。
　これまでの教会のあり方を顧み、これか
らの教会のあり方を模索する。震災支援活
動の記録集の発行を通して、震災支援活動
を過去の出来事にしてしまうのではなく、
未来を築いていくための一里塚にすること
をしたいと願っています。一方、財政のあ
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 2015年4月14日(火)午前9時から午後5時
まで、今年度人権委員（古賀清敬、小野寺
ほさな、中家盾、森下一彦、石束岳士）5
名は、福島伝道所の松谷彰夫委員と彼の元
同僚（高校教員）で現在福島県「はらまち
九条の会」事務局員の山崎健一さん、そし
て山崎さんの若い頃の教え子で途中合流し
た浪江町役場の職員（昨年退職）の屋中茂
夫さんの案内により原発被災地を訪ねた。
あまりにも複雑な状況であることを聞き、
またその現場を見ることによって、頭も体
も大変な疲れを覚えたが、ここに簡単にま
とめてみたいと思う。
　全体的な印象としては、かつては美しく
穏やかで、多くの住民がそれなりに楽しく
生き生きと生活していたに違いない街並み
が、すっかりゴーストタウンとなってしま

った様子に何とも言えない不気味さを感じ
るとともに、以前、東京中会連合婦人会で
仙台東松島市の仮設住宅や石巻を訪ね見聞
きした津波被害とは違う、つまり、自然災
害とは違う別の恐ろしさや不安を感じたと
いうことであった。

　 飯舘村　 冷害に苦しんできたこの村
は、「までい」な村づくりを合言葉に、人
の絆を大事にし、ゆったりした田舎暮らし
を楽しむ村にしようと取り組み、酪農や花
卉園芸による村おこしに成功し、いよいよ
それが軌道に乗りかけた時、原発事故によ
ってその暮らしは大きく捻じ曲げられた。
（「までい」とは福島県のこのあたりの方
言で、真心をもって手で大事にくるむよう
な気持ちの意）。計画的避難区域に指定さ
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り方のことについては、既に大会書記の
方から文書が出されています。その上
で、少し事柄を整理してお伝えしたいこ
とは次のことです。(1)2015年6月まで
は、震災支援活動のための献金を受けつ
ける。(2)2015年7月からは、震災支援活
動のための献金の他、これからの災害支
援活動のための献金も受けつける。(ｲ)災
害支援活動のための基金は、現在、約
1000万円が残されている。支出した際
は、それと同じだけの献金が献げられ、
支援する体制が保たれることを願ってい
る。(ﾛ)一方、震災支援活動は、今後も続

けられていく（201 5年度としては
356,200円を考えている。2016年度以降
も同程度の支出が必要であると予想され
る)。そのことに対しても献金が献げてい
ただければ幸いである。(3)被災動物保護
活動についてであるが、2015年5月時点
での残金は約15,000円であり、これがな
くなった時点でその働きを個人の働きへ
と移すことを考えている。もしこの働き
を教会の業として続けていきたいと願っ
ておられる方がおられるようであるなら
ば、中家盾まで申し出ていただければ幸
いである。

　原発被災地スタディーツアー報告
（福島県 浪江町・南相馬市・飯舘村）

小野寺ほさな (荻窪北教会牧師)



れたのが2011年4月22日。以後、特別養
護老人ホームをはじめ移転困難な事業所を
除き、全村民の避難がほぼ終了。6月21
日、役場の機能を福島市内に移し、この日
をもって自治体ごと流浪の身となった。そ
れから4年。人口6,000人のこの村には、
村民は戻れないまま、7,000人の除染作業
員が入村し、除染モデル地区とされて徹底
した除染が行われている。除染のための費
用は850億円。農業生産額の50年分とのこ
と。広い空き地には除染された土が黒い袋
に入れられ、黒い壁となって高く積み上げ
られていた。役場前に設置された石碑に促
されるまま触れると、村の美しさを歌う村
民歌が流れてきたが、村民の消えた閑散と
した寂しい村には、何とも虚しく悲しげに
響き渡った。「国内難民」という言葉があ
るらしいが、この村の人々は、今まさに
「国内難民」なのだと思った。

　 南相馬市　 2006年1月、旧原町と小高
町と鹿島町とが合併して人口7万人の市と
して誕生。太平洋岸「浜通り」の北部の温
暖で自然豊かな田舎町。一千年の伝統を誇
る相馬野馬追祭や相馬民謡で有名。現憲法
の原案起草者である鈴木安蔵の生家は小高
区にあった。南相馬市は、津波犠牲者数が
福島県内で最大、震災関連死者数も全国最
大であった。
　 小高区は、原発から20キロ圏内で「警
戒区域」とされたが、現在は「避難指示解
除準備区域」。昼間の立入りは可能だが生
活は出来ない。立入り可能の時間だけ開店
している食堂があり、小高区のお母さんた
ちが少しでも活気を取り戻そうと明るく頑
張っている。私たちもそこで昼食（日替わ
り定食）をとった。2016年4月に指定解除
を目標にしているとのことであるが、本当
に安全だと言い切れるのだろうか。不安や
疑問は残ったままであっても、一歩でも二

歩でも前を向いて歩み出すしかないという
思いなのだろう。逞しいお母さんたちの姿
に頭が下がる。
　原町区は、事故後半年間は「避難指示解
除準備区域」であったが、現在は解除され
自由に生活している。それでも線量計は手
放せない。日々、あちこち放射線量を測り
ながらの生活。傷んでしまった住居には、
もう戻りたくないという人も多いと聞い
た。案内役の山崎健一さんの自宅もこの原
町区西町。津波被害は無かったものの、4
年経った今も家の内外や庭も放射線量は高
く、福島市に避難したまま。家庭菜園の畑
は、放射能に汚染され、もう耕作は出来な
いとのこと。今もゆっくり眠れないと言っ
ていた。
　 鹿島区は、原発から30キロ圏外のため
事故後何の指示も補償もない。しかし、補
償があればあったで、昼間から何もしない
で酒浸りになってしまった人もいるという
ことを聞けば、補償があるのが良いのかど
うか、考えさせられる。精神的な病に悩ま
されている人もいるとのこと。原発被害は
単に放射能被害に留まらないことを思わさ
れた。
　小さな町で隣り合わせであるにもかかわ
らず、区によってこれほどの違いがあるこ
とに驚いた。小高区村上（海岸から僅か
300ｍ、水素爆発のあった福島第一原発か
ら北へ約1,3㎞のところ）に住んでいたホ
ッキ貝を捕る漁師の志賀勝明さん（現在は
多くの人々を原発周辺地域に案内し被災の
現実を伝えている）は「放射線量の高低に
よらず、単純な同心円による政府の区域設
定の線引き方法は間違いであり、最初から
正確な情報が伝えられれば、津波被害後の
自宅の後片付けや補修も可能であったの
に、一時帰宅が出来た1年1ヶ月後では、
たとえ土台も柱もしっかりしていることが
分かっても、畳や壁は変色し、鳥が家の中
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に巣を作り、2階は誰か知らない人が入
った状態では、悔しいけれど、この家に
住みたいという気持ちはなくなった。こ
れは“政治被害”だ！」と訴えているそう
だ。確かに放射線量は、風向きによって
も違うし、放射性物質を含む土が集まり
やすい側溝のあるなしによっても違って
くる。だから、どこからどこまでは危険
であるとか、大丈夫であるとかは簡単に
は言えない。今なお、福島市や郡山市に
避難している子供たちを心配する大人た
ちがいても当然だと思った。

　浪江町　海と山に恵まれた人口2万人
のこの町は、警戒区域になり震災から今
なお手つかずの町。2013年4月1日から
昼間だけ立ち入りが可能となっている
が、家々の入口には不法侵入を警戒する
鎖がかけられていた。
　私たちは浪江町役場から町立請戸小学
校に向かった。請戸小学校は海岸から約
340メートルの場所にあり、大津波によ
って校舎1階は水没したが、震災当時の
在校児童93名と教職員19名は全員無事
避難。校舎内は津波による傷跡が今もそ
のまま残っていた。原発事故によって修
復工事すら出来ない。講堂の床はあちこ
ち大きく陥没していた。子供たちはどん
な思いで避難したのだろう。泣き叫ぶ声
や不安と恐れに震える様が今にもよみが
えって来そうな感じがした。津波を想定
した避難訓練は実施していなかったそう
だが、TVで大津波警報を知り、午後3時
前には2キロ先の高台への避難を決めた
とのこと。教職員のとっさの判断が子供
たちを救ったのだ。
　 この請戸から眺めることが出来たの
は、東北電力による「浪江町・小高区
（棚塩）原発」建設予定地だった。事故
が起きた「東京電力福島第一原発」は、

この棚塩から10km南にある。棚塩原発
は地主農民の反対運動により、残り数％
の土地買収が叶わず建設されずにいたと
ころ、福島第一原発事故が起きたことに
よって、立地市町の同意を得られず、東
北電力は2021年運転開始予定のこの原
発建設計画を2013年3月28日に断念し
た。狡猾な「東京電力」に比べ、お人好
しの東北人の「東北電力」だから建設に
失敗したという見方もあるようだが、東
北地方の震災や大津波の歴史を謙虚に学
べば、当然の結果であった。建設されな
くて本当に良かった。

　まだまだ、たくさん案内され、話しも
伺ったが、あまりにも重たすぎて整理が
つかない。福島伝道所の松谷彰夫委員
は、自分がどこかに呼ばれて話しをする
よりも、実際に福島に来てもらって、現
実を見て欲しいと言っておられた。本当
に、そこに行って、見たり聞いたりしな
ければ、当事者の苦悩は分からない。た
だ一つはっきり言えることは、原発とい
うものがいかに恐ろしいものであるかと
いうこと。人間の利便追求、貪欲な利益
追求がもたらす破壊行為の愚かさ、虚し
さ。そこから私たちは抜け出すことが出
来るのだろうか。今こそ、抜け出さなけ
ればいけないと、神様から警告されてい
るのではないだろうか。
　福島の人々も一様ではない。それぞれ
の立場によって考え方にも生き方にも違
いがある。そのような中で、将来への展
望を語り、また、実現してゆくことは難
しいことかもしれないし、時間がかかる
ことなのかもしれない。今の私たちに出
来ることは、福島の人々の声に耳を傾
け、現状を知り、その痛み、苦しみ、悩
みに、何らかのかたちで関わり続けて行
くことなのではないかと思わされた。
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